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平成 25 年度第 10 回 千葉県支部役員会 議事録 

 

日時・場所：平成 26 年 3 月 1日（土）15：30～17：03 きぼーる 13 階 特別会議室 

 

１．幹事出席状況確認（□出席、△欠席・委任状提出、■欠席） 

 □松井 隆支部長、△稲葉信克、□今住則之、■河北慶介、□川畑真一、■國廣隆紀、 

□久保康弘、□桑島英明、△古西義正、△匂坂和夫、△志澤達司、△進藤秀明、 

☐進藤義男、□滝沢利治、△長見 茂、□花岡善郎、△尾頭 誠、□保坂俊雄、 

☐松本喜義、□水野正勝、□山下六男、□山本陽一、□和田保久（50 音順） 

以上、14 名出席、7名委任状提出を含め 21 名の幹事が出席して支部役員会が行われた。 

  

２．議事概要 

[支部長から] 

 今回は第 3回年次大会に向けた準備について議論する。 

 2 月 26 日（水）15:00～17:30「第 4 回関東甲信地域支部長会議」が開催された。千葉

県支部から松井支部長と山本幹事が出席した。統括本部からは吉田会長、高木専務理

事、西村常務理事、山崎副会長・総務委員長が出席した。当日の配布資料を回覧する。 

 

［審議事項］ 

(1) 役員会議事録の作成について 

本日の議事録作成書記は、山本幹事に、議事録署名人は、松井支部長、和田幹事及び  

今住幹事が承認された。 

(2）第 9回役員会議事録の確認（資料 10－1） 

原案通り承認された。 

(3) 第 4 回関東甲信地域支部長会議の報告（松井支部長） 

  ①千葉県支部の活動状況報告（資料 10－2） 

  ②平成 26 年度関東甲信地域県支部一般会計収支予算案（資料 10－3） 

  ③その他の支部長会議配布資料（回覧） 

山崎副会長が司会を務めた。他県支部と比較して千葉県は活動が進んでいるという印

象を受けた。会長挨拶では、技術士の知名度向上・国際的な活動の場の設定、大卒者

の一次試験の一部免除案、会員拡大などが課題として挙げられた。地域活動費の増額

を要望したが、実現は難しそうである。 

4）第 3回年次大会準備スケジュール（資料 10－4）（松井支部長） 

準備スケジュールは、本日の委員長・チームリーダー会議で承認された。 

   ①年次大会は、昨年は 7月 20 日（土）に実施した。これにならって、本年は 7月 19

日（土）開催を提案し承認された。会場は昨年と同じくホテルプラザ菜の花とす
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る。（予約は総務委員会が担当する） 

   ②年次大会までの役員会は、4 月 5 日（土）、5 月 17 日（土）、6 月 21 日（土）を

予定している。7月 5日（土）PM の年次大会会場下見を行う予定。 

（5）収支計算書の説明（資料 10-5）（山本幹事） 

この収支計算書は、千葉県支部より 2 ヶ月毎に提出している会計資料を統括本部が

集計したもの。収支バランスをみると、予算では 282 千円の赤字であるが、1月まで

では 62千円余であり、赤字幅は小さくなる見込み。未請求の立替金があるようだが、

早めに請求して欲しい。 

 

[委員会・チーム活動報告] 

(1) 総務委員会 

 年次大会、収支予算書について＝上記の通り。 

 (2) 企画委員会（資料 10-6）（保坂委員長） 

 CPD 活動実績及び第 13回 CPDの予告。第 13回は 5月 17日の役員会終了後に行う。

その後に第一次・第二次合格者歓迎会を開催する。 

(3) 広報委員会（資料 10-7）（川畑委員長） 

 千葉県支部の Website に記載のメールアドレスの迷惑メール対策を実施した。 

 1 月 25 日の統括本部主催第一次試験合格者歓迎会で千葉県在住・在勤の技術士に

千葉県支部を紹介した。 

 (4）活動推進委員会 

1) 企業支援チーム（桑島リーダー） 

 中小企業ものづくり補助金（平成 25 年度補正中小企業・小規模事業者ものづくり・

商業・サービス革新事業補助金）は、2月 17 日公募開始された。一次〆切 3月 14

日、二次〆切 5 月 14 日。手持ちの名簿に 190 社が載っているが、この中から 90

社、その他の 20 社、計 110 社にメールでこの情報を流した。県産業振興センター

と3つの商工会議所にもお願いした。11社から援助の依頼が来ると予想している。

現在、担当を決めて対応している。 

2) 科学技術・理科支援チーム（資料 10-8）（山下リーダー） 

 日本技術士会と日本機械学会合同で 7月 20 日に福島大学で「震災に対する安全・

安心を目指して」と題する産学連携フォーラムが開催される。山下リーダーが「安

全！！でも安心できない！！」というテーマで講演する。 

 6 月に例年通り開催される「青少年のための科学の祭典」に今年も出展する。 

 月刊「技術士」4月号に「社会への発信」と題して、千葉県支部の理科教育支援な

どの活動を報告する記事が掲載される。この記事について一次合格者祝賀会で配

布してはとの意見が上がった。 

 1 月 10 日に実施した CPD 見学会のお礼のために千葉市を訪問した。液状化対策な
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どについての講演会に協力を依頼したところ、快諾をいただいた。 

3) 防災支援チーム 

 花岡リーダーより松井支部長にリーダー交替の要望が上がった。 

4) 産学官連携チーム 

 特記なし。 

5) 技術相談チーム（滝沢リーダー） 

 2 月 25 日に第 2 回連絡会を開催した。技術相談の体制整備、認知度向上、行動計

画・実績について意見交換を行った。（資料 10-9） 

 4 月～6月の千葉市産業振興財団での技術相談、県支部事務所当番表（案）を配布

（資料 10-10） 

［連絡事項］ 

平成 26 年度第 1回役員会：平成 26 年 4 月 5日（土）15：30～18：00 

           千葉市ビジネス支援センター きぼーる 13F 第 1 会議室 

           （公益財団法人 千葉市産業振興財団） 

［配付資料］ 

  （資料 10-1）第 9回千葉支部役員会議事録(案) 

  （資料 10-2）千葉県支部の活動状況報告 

  （資料 10-3）平成 26 年度関東甲信地域県支部一般会計収支予算案 

  （資料 10-4）第 3回年次大会準備スケジュール 

（資料 10-5）千葉県支部収支計算書（平成 25 年 4 月 1日～平成 26 年 1 月 31 日まで） 

（資料 10-6）企画委員会・3月役員会配布資料（平成 25～26 年度 CPD 実績と予定） 

（資料 10-7）広報委員会資料 

（資料 10-8）産学連携フォーラム（日本技術士会と日本機械学会合同セッション） 

      「震災に対する安全・安心を目指して」 

（資料 10-9）技術相談チーム打合せ議事録 

（資料 10-10）千葉市産業振興財団での技術相談、県支部事務所当番表（平成 26 年 4

月～6月） 

（資料）第 4 回関東甲信地域支部長会議 配布資料袋 回覧 

 

議事録作成者             山本 陽一 

 

議事録署名人（捺印）         松井 隆 

 

                   和田 保久 

 

                   今住 則之 


